
﻿

平
成
27
年
６
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
の
10
会
計
年
度

に
わ
た
り
推
進
実
施
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
宗
門
総
合
振
興
計
画
（
総
合

計
画
）
の
終
結
に
伴
い
総
合
計
画
に
つ
い
て
客
観
的
な
視
点
で
総
括
を
行

い
、
も
っ
て
今
後
の
宗
門
の
充
実
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置

さ
れ
た
宗
門
総
合
振
興
計
画
総
括
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
総
合
計
画
の

総
括
を
踏
ま
え
た
今
後
の
宗
門
の
将
来
展
望
に
か
か
る
提
言
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

総
局
で
は
、
こ
の
提
言
を
は
じ
め
宗
門
の
現
状
を
踏
ま
え
、
新
た
に
宗

務
の
中
期
計
画
を
策
定
の
う
え
、
特
に
宗
務
を
推
進
す
る
た
め
、
第
326
回

定
期
宗
会
に
議
決
議
案
と
し
て
「
宗
務
の
中
期
計
画
に
か
か
る
基
本
方
針

案
」
を
提
出
し
、
中
期
計
画
の
理
念
、
推
進
期
間
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
推
進

内
容
等
、
そ
の
主
要
な
考
え
方
を
示
し
、
こ
れ
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

１
．
中
期
計
画
の
理
念

宗
制
に
掲
げ
る
「
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
阿
弥
陀
如
来
の
智
慧
と
慈
悲
を
伝

え
、
も
っ
て
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る
」
と
い
う
宗
門
の
基
本
理
念
の
実
現
を
め
ざ
し
、
宗
門
を
構
成

す
る
す
べ
て
の
人
々
に
基
本
理
念
の
共
有
化
を
図
り
、
一
人
ひ
と
り
が
参

画
し
、
実
践
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
や
目
標
の
重
要
性
を
認
識
す
る
う

え
か
ら
、
短
期
的
な
結
果
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
中
長
期
的
な
視
点

に
立
ち
、
僧
侶
、
寺
族
及
び
門
徒
が
協
同
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
生

か
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
理
念
と
し
ま
す
。

２
．
中
期
計
画
の
推
進
期
間

２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
４
月
１
日
を
始
期
と
し
、
２
０
３
１
（
令
和

13
）
年
３
月
31
日
を
終
期
と
す
る
５
会
計
年
度
を
推
進
期
間
と
し
ま
す
。

※
中
期
計
画
は
、
会
計
年
度
毎
に
施
策
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
点
検
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
、
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

３
．
中
期
計
画
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
と
も
に
お
念
仏
申
す
身
と
な
る
」

４
．
中
期
計
画
の
推
進
内
容

中
期
計
画
は
、
宗
門
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
基
本
が
お
念
仏
の
み
教
え
で

宗
務
の
中
期
計
画
に
つ
い
て
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あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
僧
侶
、
寺
族
及
び
門
徒
の
一
人
ひ
と
り
が
、
み
教

え
に
出
遇
え
た
こ
と
を
よ
ろ
こ
び
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
み
教
え
を
ひ
ろ
め

伝
え
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
と
も
に
お
念
仏
申
す
身
と
な
る
」
の
も
と
、
住
職

を
中
心
と
し
た
一
般
寺
院
及
び
非
法
人
寺
院
（
寺
院
）
の
伝
道
教
化
力
を

向
上
さ
せ
る
施
策
を
設
定
し
、
推
進
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

５
．
中
期
計
画
の
施
策

【
重
点
施
策
】

「
住
職
総
参
拝
の
実
施
」

宗
門
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
人
々
が
、
中
期
計
画
の
理
念
を
共
有
し
、

宗
門
全
体
で
同
じ
方
向
性
を
持
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
は
、
寺

院
の
住
職
に
よ
る
僧
侶
及
び
寺
族
の
教
導
並
び
に
門
徒
の
教
化
育
成
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
住
職
を
中
心
に
、
か
つ
、
全
国
の
寺
院

を
基
礎
と
し
て
、
宗
門
の
強
力
な
伝
道
教
化
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

推
進
し
ま
す
。

【
注
力
施
策
】

「
研
修
の
充
実
」、「
研
究
の
推
進
」
及
び
「
教
化
活
動
の
推
進
」
と
し
、

寺
院
の
住
職
を
中
心
と
し
た
寺
院
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
僧
侶
の
基
礎
的

な
能
力
の
向
上
を
図
り
、
日
常
的
な
法
務
、
法
座
及
び
教
化
活
動
を
よ
り

一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

※
具
体
的
な
内
容
は
別
表
の
通
り
。

※
中
期
計
画
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
等
の
策
定
の
経
緯
や
考
え
方
等
に
つ
い
て
は
、

第
326
回
定
期
宗
会
に
お
け
る
総
長
執
務
方
針
演
説
（
本
誌
42
頁
）
を
参
照

く
だ
さ
い
。

※
中
期
計
画
は
、
今
後
５
会
計
年
度
に
お
け
る
各
年
度
の
宗
務
の
基
本
方
針

の
基
と
な
る
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
令
和
８
年
度

宗
務
の
基
本
方
針
・
具
体
策
（
65
頁
参
照
）
は
、
中
期
計
画
の
初
年
度
の

施
策
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
り
ま
す
。

以　

上

（１）	「組長研修会」の実施

（２）	勉強会・学習会等への参加奨励及び伝道
教化資料の作成と研修の充実

（３）	勤式研修の実施

（４）	ご法座活動の充実

（５）	浄土真宗インターナショナルオフィス
（ＪＳＩＯ）の機能の強化

（１）	聖典の研究と編纂

（２）	現代的諸課題の研究と発信

（１）	教化活動団体等の活性化及び寺院等に
おける育成教化活動に関する支援

（２）	「連研」の奨励と参加しやすい環境整備

研 修 の 充 実

研 究 の 推 進

教化活動の推進

別表
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